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神話に受け継がれる『世界の根源』
“Therootsoftheworld”inMyth
修士論文要旨
土門
ジョルジュ・デュメジルの神話研究の出発点は、インド
＝ヨーロッパ語の共通祖語を土台とした、共通祖語圏が存
在するという事実であった。そして、この広範な区域にお
いて、神話における共通概念が存在することを、理論上証
明したのが、彼であった。歴史上、確かに人間は移動し、
それに伴う文化の伝播があり、異文化による影響・変化・
融合という現象は存在する。しかしながら、時間・空間を
越え、根底にある普遍的社会構造を見出したのが、彼の社
会学的視点なのである。その社会構造とは、三区分（魔術
師、戦士、農耕・牧畜民）であり、神話における三区分は、
主権・魔術神、戦闘神・豊鏡を補償する男神・女神・一群
の神々の組み合わせである。
この三区分に比定されるのが、ルロワ＝グーラノンの造形
伝統研究にも見られるのである。彼は、旧石器時代芸術の
分析により、また、ユーラシア大陸全体の造形伝統の共通
怪を見出し、また、旧石器時代の洞窟壁画の分析により、
ここに共通概念が存在することを見出した。猛禽＝肉食＝
草食動物の三動物、馬＝大型反袈動物の二項対立と補完的
な第三のものの三構造である。記号においては、二元的象
徴と第三のものに大別される。この共通概念は、デュメジ
ルの三区分に比定される。この「象徴的関係の世界」にお
ける現象は、集団的な無意識（レヴイ・ブリュル）であり、
元型（ユング）である。洞窟壁画は、言葉であり、シンボ
ルであり、神話である。人間の歴史を貫く希求の主題は、
多産豊鏡と救済である。この主題は、シンボルと共に、現
代まで＿も受け継がれてい＿るのである。＿＿
以上の具体的例として、メソポタミアにおける四柱のシ
ンボルと、黙示録の幻視に見られる四つの動物、四福音書
記者シンボルを取り上げる。
メソポタミアの四柱は、マルドゥク・ネルガル・ニヌ
ルタ・ナブは、それぞれ牛・ライオン・鷲・人のシンボル
をもつ。世界最古の文明発祥の地、チグリス・ユーフラテ
ス川流域では、様々な科学が発展してきた。二つの川の克
期的な洪水は、創造と破壊の二面性をもたらす。洪水は、
旧約聖書の創世記神話の元型といわれ、バビロンのジッグ
ラドは、バベルの塔に比定される。治水は、王の課題であ
り、政権を左右した。また、文明伝播のコースは、疫病伝
播のコースであり、シルクロードはペストロードであり、
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ローマへの道はマラリヤロードであった。メソポタミア領
域も、他国との交易による流通の流れの中で、ペストの猛
威に悩まされていたのであった。四柱の神は、こうした創
造と破壊、再生と死の象徴であったのだ。バビロニア人は、
病気が悪霊の仕業であると信じており、当時の医療は呪術
的な治癒であった。また、バンヴェニストの研究から、こ
の地に、ユダヤ教とキリスト教の終末論の《天上の王国卦
の祖形を見ることが出来るのである。ナブ神は、後にヘル
メス・トリスメギストスとなり、呪術的医療と神秘思想の
象徴となり、中世ヨーロッパの思想の伏流水となる。
黙示録は、神から与えられた「啓示によって得られるよ
り高い知恵」を記録したものであり、その啓示は、神秘的
性質を持つ。すでにアッシリア・バビロニアの創世神話に
は、黙示的要素が現れていた。そしてまた、バビロニアの
四人の神々のシンボルは、旧約聖書黙示文学の「ダニエル
書」「エゼキエル書」、新約聖書の「ヨハネの黙示録」に現
れる幻視に登場する怪物と、四福音書記者のシンボルと同
じである。これらに共通するのは、敵対宗教集団による迫
害・弾圧による、救済者の出現と終末の希求と、その背景
にあった、疫病に対する恐怖と、それによるユダヤに対す
る迫害であった。幻視は、元型の表出であり、グーランの
造形伝統を受け継ぐものであった。その神秘的な思想は、
二元的であり、グノーシスなどの神秘思想に影響を与える。
グノーシスの救済を意味する内なる光は、無意識から得ら
れる啓示なのである。黙示録の4獣のシンボルは、黙示録
美術として受け継がれ、終末的動乱期にしばしば引用され
た。四福音書もまた、ヘレニストから誕生した、個人の精
神の救済の教えであった。聖書には、しばしば療病などの
病気が登場する。四人の福音書記者は、治癒の象徴であり、
そのシンボルの4獣はすべて有翼の動物であり、天使を意
味するのである。キリスト教の三位一体＝3動物の三位一
体、天の神（太陽）に対する地の神アリア′（地母神、月）
は、旧石器時代の二元的象徴に比定する。シンボルの元型
は、安寧と秩序をもたらす、カトリックの基盤の構造であ
った。
シンボルは、人間の脳に直接働きかける。それは、知識
や階級に関わらず、時間・空間を超えて、意味が変化した
としても、秩序をもたらす普遍的現象なのである。
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